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市民の安心安全を確保するため、次の市内5箇所にモーターサ 

イレンを設置します。サイレン吹鳴は、災害などの情報伝達と 

して有効な手段です。皆様のご理解ご協力をお願いします。 

【完成時期】 
設置工事は、11月15日完了予定です。 

工事終了後は、速やかに運用します。 

【サイレン吹鳴】 
サイレンの吹鳴にはいくつか種類があり、 

下の表により聞き分けることができます。 

火災が発生したとき 

火災サイレン種類 吹鳴時間 休止時間 繰り返し数 

林野•その他の火災 10秒 2秒 3回 

建物火災 5秒 6秒 5回 

津波警報が発表されたとき 

警報サイレン種類 吹鳴時間 休止時間 繰り返し時間 

1分程度 

大津波警報 3秒 2秒 サイレンは連続して続きます 
必要に応じて反復します 

1分程度 

津波警報 5秒 6秒 サイレンはゆつくリと続きます 
必要に応じて反復します 

※海岸の近くで地震を感じた場合には、警報や注意報の発令にかかわらず、早急に 

避難することを心がけてください。また、震度の大小にかかわらず、津波は遠地 

から到着することもありますので注意が必要です。 

その他 
原爆の日、終戦の日、東日本大震災発生日など、慰霊•黙とうのサイレンを必要に 

応じて吹鳴します。 

參 問 い 合 わ せ 先 地 域 防 災 対 策 室 S 3 7 — 2121 
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【モーターサイレン設置箇所図】 
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東部公民館 

国 

太 野 小 学 校 f 

公立相馬 
総合病院 

岩子字小迫地内（横山商店北側高台) 

柏崎字西台地内（消防屯所脇) 

飯豊小学 
令 馬 市 振 興 公 t r (駅ビル)*よ) 

八幡小第核 

山上小学校 

日立木小学ネ父 

日立木駅 

機部中学;^磯部’学ネ父 

礙部中学校 

振興公社に設置する志向型サイレン 

東
部
、
岩
子
、
柏
崎
、
磯
部
に
設
置
す
る 

無
志
向
型
サ
イ
レ
ン 
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放射線測定器の貸出 

市内の行政区やP TAなどの団体が通学路などを除染す 

る際の除染効果の検証などに利用していただくため、市は 

放射線測定器2 0 0台を購入し、相馬市放射線測定器貸出 

要領により貸出を開始しました。 

貸出期間は、貸出曰を含めて7曰以内です。借用を希望 

する団体の代表者は、所定の事項を記載した借用申請書を 

生活環境課へ提出してください。 

申請書様式は、生活環境課窓ロおよび市ホームページで 

配布しています。 

•問い合わせ先市生活環境課（S 3 7 — 214 4) 

備品購入費 空間線量計、高圧洗浄機、草刈機など 

消耗品費 

作業着、カッパ、ゴーグル、長靴、ヘルメット、 
安全帯、脚立、はしご、手袋、腕力バー、足力 

バー、マスク、ブラシ、タワシ、スコップ、ハン 
ドショベ)レ、草刈リ鎌、ホウキ、熊手、ちりとり、 
スコップ、ごみ袋、麻袋、フレコンバッグ、リア 
力一、一輪車、ホ_ス、シャワ一ノズル、バケツ、 
洗剤、雑巾、キッチンぺ一パ

_

、シ一卜、事務用 

• ロ
7

5 し 

燃料費 ガソリン代など 

印刷費 コピー代、写真代など 

保険料 参加者の損害保険料など 

委託料 清掃作業委託料など 

使用賃借料 車両の借上料など 

その他作業に必要となる経費 

H23 

除
染
活
動
を
支
援
し
ま
す
放
射
線
量
低
減
化
事
業 

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
生
活 

空
間
と
し
て
過
ご
す
時
間
の
多
い 

通
学
路
、
公
園
な
ど
の
放
射
線
量 

の
低
減
を
図
る
た
め
、
側
溝
の
清 

掃
や
草
刈
り
を
行
ぅ
場
合
、
そ
の 

活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。 

•
補
助
事
業
の
実
施
主
体 

•
行
政
区
な
ど
の
地
縁
に
よ
る
団 

体 •
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
な
ど 

で
組
織
さ
れ
た
保
護
者
団
体 

•
地
域
づ
く
り
団
体
な
ど
民
間
団 

体 •
右
記
の
団
体
が
新
た
に
組
織
し 

た
協
議
会
、
実
行
委
員
会
な
ど 

活
動
の
効
果
を
確
認
す
る
た
め
、 

実
施
前
後
の
放
射
線
量
を
測
定
し 

て
く
だ
さ
い
。 

除
染
の
際
は
、
市
で
策
定
し
た 

「

相
馬
市
放
射
性
物
質
除
染
マ 

一一

ユ
ア
ル」

を
参
考
に
作
業
し
て 

く
だ
さ
い
。 

※
除
染
活
動
実
施
に
あ
た
り
、
線 

量
計
を
確
保
す
る
な
ど
困
難
な 

事
案
が
あ
る
場
合
に
は
、
生
活 

環
境
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
生
活
環
境
課 

(

S
3
7
2
1
4
4)

 

•
補
助
実
施
期
間 

平
成
M
年
2
月
末
ま
で 

•
補
助
限
度
額 

1
団
体
あ
た
り
M
万
円
ま
で 

•
補
助
対
象
活
動 

通
学
路
、
側
溝
、
公
園
な
ど
、 

子
ど
も
の
生
活
空
間
に
お
け
る
放 

射
線
量
の
測
定
や
、
清
掃
、
草
刈 

り
、
表
土
除
去
な
ど
、
放
射
線
量 

低
減
の
た
め
の
活
動 

•
事
業
実
施
の
留
意
点 

除
染
活
動
に
よ
り
生
じ
た
土
砂
な 

ど
の
一
時
保
管
場
所
を
地
区
内
に 

確
保
し
て
く
だ
さ
い
。 

貸
出
す
る
放
射
線
測
定
機 
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H O M E >農林フモニタジング•丨香報 

農林水産物モニタUング情報M o n i t o r i n g Into 

地 域 や W i ど か ら 最 新 の t W K t t * で き ま す . 

ち品目を選択 
何もチXックしない埃合は全S目から按索します 

野菜 果 物 根 菜 山 菜 • ぎ の こ 穀 類 1肉•達卵•原乳 魚 介 類 _ L • そ _ ： 

•アイスブラント(旌設） •をンソ •秋冬フXh/ゴJ- •アサツキ •アサツキ(施設） 

• ア が ラ ガ ス •ア刀、•ラガス(顧） •アフ "分 •アブラナ(施設） •アPxペラ(坡設） 

nイタジアンパせJ (織）•イチコー彼設） •イ力"ンマメ ロウド(施設） • ウ ; “ ( 織 ） 

ロエダマメ • 材バ (施設） •オ:dtジキ游設） • 肪 •オクラCteit) 

•オヤマポクチ • • 城 チ ャ •加 "チャ (顧） •把 -ピ • "マン (臉） 

• 加 カ ワ - •ガーわハック; •キャペン ロキャャン(職） •キュウJ 

• キ ュ 0 U 鎖 〉 •キントキマメ • ^3ウジャニニク ロクケン>9•イ • ク キ 好 ナ 
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• 竹 エ ン ド ウ 僻 ） •サ^"ナ(施設） •サパュ(SfeiS) • 山 東 菜 • 山 賤 觸 S ) 

•ゾント0«ラン •->ント加ラシ(旌設) • シ ソ 娘 • ン ノ 激 • f言夫冬菜 

• f言夫冬菜觸） • シ マ 0 U • シ ュ ン 救 • シ ュ ン 朽 卿 ） • 

• 食 辟 ク n 食 用 材 ズ キ nジュンサイ •スイ力 •スイ力(施設） 

•スナッゴ:oドウ nスわブエンドウ游設〉•ズッキーニ •ズッキ"•ニ ( 織 ） • セ リ 

•、乃マメ • タ 於 • た 60)芽(KIS) •チゴリ 

•チカ" > 9 •イ •チヵ">t}"イ(織） ロツノニガ0U(施設） ロツルムラサキ •ツルムラサキ(施設） 

ロト功ーテン ロ ト w ノ ロトO^Pzrン •トマト • ト マ ト 嫩 ） 

• ナ ス • ナ ス ( _ ) •ナパナ游設） ロ ニガOU (zj-ヤ） • ヤ〉游 
=g) 

• ニラ • ニラ _ ) • 神 • 科 禪 ） •根？ンパ 
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•花ワサビ ロ花wビ(施設） • 葉ネギ • 葉 ネ ギ _ ) • nヤトOU 

•葉ワサビ •バプリカ • 匕 マ w o t 子 ） • ビ 焚 ガ •ビーマン 

•ビーマン(職〉 • フ キ •フキノトウ •フキノトウ(^IS) •フユナ 

•冬春フ"Pッゴジ- • -pDyofJ— •フ"P•ソコノ-(臉） • ペチャ s •本ウレンノウ 

ロ 木ウレンソウ(職） ロ木ワイトアスパラガス • •ミズナ •ミズナ 

•ミンパ(職） 

\BS,sy>./ 
•こトマト nミニトマト(職） • SaOtf ロ 白 功 一 效 

•紫アスパラガス傲設）• > 0 > • 扣 ン ( 顧 ） • ^ECKイヤ 

•山ウド(臉） • ャ •ュ o m • テ ノ 加 イ •リ“フ1 / 5ス麟〉 

• ノ U-ノコラ(^IS) •ルパーブ • ス • ス (顧） • 9trt
_

ナ 

し、採取日を選択 

丨2011圓年|8 _月から12 0 1 1 J I年丨10画月 

^ 地 域 を 選 択 

丨 雕 市 H m 

0該当するすべての農度物を㈣ 

O替雜制値雜遏しfcS S物のみを表示 

福島県内の農林水産物 

放射性物質の 

モニタリング調査結果が 

インターネッ卜で見れます 

多 聊 ^ A - H O O f 

• X & P A N オ一チン3ン MjTfthoo! 

m m m 袋 聰 リ ア ル タ イ ム 一 置 

ふくは制TKS物モニタ
1

 乃 觸 ) ！ « 栗 

[葉スポット&見 全国の女子に聞ぐデキズノ”の定義 

(T)検琴窓に 

「ふくしま農林水産物モニタリング情報」 
を入力し、検索。 

ウIブ桟索結果 

oふくしま雜水g1»EニタリンヴてIfjBbてL、ます。ふくしま水ニ 

タリグ情報•樣. 

2 -農林水産物モニタリング情報-ふくしま新発売。 

量林水^I^Eニタリング情報イベントtffgふくしま地域レポート「がろうふ 
.q -羊 

—©検索結果をクリック。 

(D農作物名にチェックを入れる。 

©農作物の採取日を選択。 

©農作物の採取された地域を選択。 

®最後に検索ボタンを押す。 

福
島
県
で
は
穀
類
、
野
菜
、
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物
、
魚
介
類
な
ど
相
馬
市
内
で
取 

れ
る
農
林
水
産
物
に
つ
い
て
放
射 

性
物
質
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を 

行
つ
て
い
ま
す
。 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
で
、 

食
品
に
含
ま
れ
る
放
射
性
ヨ
ウ
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と
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
に
関
す
る
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報
を
イ
ン
タ
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ネ
ッ
ト
で
ご
覧
く 

だ
さ
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検
索
方
法
ヤ
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丨
ま
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グ
ー
グ
ル
の
検
索
画
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か
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ふ
く
し
ま
農
林
水
産
物
モ
ニ 

タ
リ
ン
グ
情
報」

と
入
力
し
検
索 

し
て
く
だ
さ
い
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詳
し
く
は
お
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注1)上表は全国の府藩県別•身分別人員表の中から抜粋したもの。 

注2)年代は記されていないが府•藩•県別に分けられているので明治 

初年と思われる。 

注3)人数は各家族を含めた数。 

この連載講座は、市民のみなさんや相馬市に移住さ 

れるみなさんに、相馬の歴史を正しく知っていただく 

ためのものです。どうぞお楽しみに。 

如 

藩 名 禄 局 士族人数 卒人数 平民人数 

中 村 6万石 13,453 3,426 46,055 

仙 台 62万石 29,408 13,091 191,244 

盛 岡 20万石 10,893 1,958 123,054 

米 沢 15万石 15,801 22,438 88,127 

人 吉 2万2千5百石 3,379 15,598 34,146 

鹿児島 72万8千石 244,700 95,569 547,191 

て
も
禄
高
の
割
に
家
臣
数
が
多
い 

こ
と
を
家
族
を
含
め
た
人
数
で
示 

し
て
い
る
。
表
高
は
中
村
の
1
0
倍 

余
で
実
高
は
1
0
0
万
石
以
上
と
い
ゎ 

れ
た
仙
台
藩
に
比
べ
る
と
こ
こ
に 

あ
げ
た
五
藩
の
中
で
も
と
り
わ
け 

中
村
藩
は
武
士
の
数
が
多
い
。 

そ
の
中
村
藩
の
家
臣
各
家
は
そ 

れ
ぞ
れ
伝
来
の
由
来
と
系
譜
を
持 

つ
が
、
現
在
市
史
編
さ
ん
の
一 

環
と
し
て
刊
行
中
の『

衆
臣
家 

譜』

に
よ
っ
て
次
の
五
つ
に
分
け
、 

•

家
々
の
系
譜
を
5
回
に
わ
た
っ
て 

迪
っ
て
み
た
い
。 

(

1)

土
屋
系
、(

2)

標
葉
系
、 

(

3)

相
馬
氏
奥
州
下
向
随
従
系 

(

4)

相
馬
氏
奥
州
下
向
後
随
従 

系
、(

5)

そ
の
他 

•
執
筆
藤
原
一
良
氏(

相
馬
市 

史
編
さ
ん
近
世
部
会
調
査
執
筆 

員) 

•
問
い
合
わ
せ
先
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
部
生
涯
学
習
課 

(

0
3
7
2
1
8
7)

 

/ I 

J 

/ 
安 

\ 

市
史
編
さ
ん
室
が
刊
行
し
た
衆
臣
家
譜 

明
治
4
年(

1
8
7
1)

7
月 

M
s
、
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
中
村 

藩
は
廃
止
さ
れ
、
同
年
8
月
そ
れ 

ま
で「

御
家
中」

と
呼
ば
れ
た
城 

下
士
W
戸
は
旧
領
内
の
各
村
に
土 

着
帰
農
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。 

御
家
中
は
慶
長
比
年(

1
6
1 

1)

中
村
築
城
の
後
伽
石
以
上
の 

侍
を
城
下
に
移
し「

府
下
給
人」

 

と
称
し
、
元
和
年
中
よ
り
御
家
中 

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
と
い 

わ
れ
る
。 

中
村
藩
に
は
こ
の
御
家
中
の
ほ 

か
に
在
郷
給
人•

郷
士
と
称
さ
れ 

宇
多
•
北
•
中
•
小
高
.
北
標
葉
. 

南
標
葉•

山
中
の
領
内
七
郷
に
居 

住
す
る
武
士
が
居
り「
相
馬
藩
政 

史」

に
は
慶
応
元
年(

1
8 
6 
5) 

に
は
そ
の
数
1
、
5
3
0
人
と
さ 

れ
て
い
る
。
家
中
と
在
郷
合
わ
せ 

て
2
、
o
o
o
名
近
い
数
に
な
る
。 

こ
れ
は
他
の
藩
と
比
較
す
る
と
禄 

高
の
割
に
非
常
に
多
い
数
で
あ
る
。 

『

明
治
の
士
族』

の
著
者
高
橋
哲 

夫
氏
は「

相
馬
の
士
族
の
数
が
多 

い
こ
と
は
、
何
か
の
間
違
い
で
は 

な
い
か
と
思
う
ほ
ど
で
あ
る」

と 

い
う
よ
う
に
話
さ
れ
た
こ
と
が
あ 

る
。 

『

近
世
日
本
人
ロ
の
研
究』

(

関 

山
直
太
郎
•
龍
吟
社
•
1
9
4
7 

年)

付
録
第
一
表
府
藩
県
別•

身 

分
別
人
員
表(

左
表)

か
ら
抜
粋 

し
て
み
る
。 

盛
岡•

人
吉•

鹿
児
島
藩
は
中 

村
と
同
様
に
鎌
倉
以
来
領
地
替
え 

が
な
く
、
禄
高
の
割
に
多
数
の
家 

臣
を
抱
え
て
明
治
に
至
っ
た
藩
で 

あ
る
。
米
沢
藩
も
会
津
で§

万
石 

か
ら
米
沢
刈
万
石
.
更
に
M
万
石 

に
減
封
さ
れ
な
が
ら
家
臣
の
リ
ス 

ト
ラ
を
し
な
か
つ
た
こ
と
で
知
ら 

れ
る
。
こ
の
四
藩
は
全
国
的
に
見 

表 
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安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り 

市
民
総
決
起
大
会 

相
馬
市
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な 

ま
ち
づ
く
り
市
民
総
決
起
大
会
は
9
月 

M
日
、
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
丨
で
開
催 

さ
れ
、
各
団
体
関
係
者
や
市
民
ら
約
_ 

人
が
参
加
し
、
復
興
の
妨
げ
と
な
る
犯 

罪
の
未
然
防
止
に
市
民
一
体
と
な
っ
て 

取
り
組
む
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。 

市
や
相
馬
警
察
署
、
市
民
団
体
な
ど 

M
機
関•

団
体
が
結
成
し
た
同
ま
ち
づ 

く
り
推
進
協
議
会
の
主
催
。 

震
災
後
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応 

し
、
犯
罪
の
な
い
地
域
の
構
築
を
目
指 

し
て
開
催
し
ま
し
た
。 

大
会
で
は
飯
土
井
光
毅
会
長
が
あ
い 

あ
い
さ
つ
を
す
る
飯
土
井
会
長 

入
居
事
業
者
は
次
の
と
お
り 

•
塚
田
地
区【

写
真
上】

=

ビ
ユ
丨
テ
ィ 

サ
ロ
ン
和
美(

美
容
業)

、
ラ
イ
フ
ニ
丨 

ド(

家
電
製
品)

、
セ
ン
シ
ン
食
品(

水 

産
卸
製
造)

、
N
P
O
相
馬
は
ら
が
ま 

朝
市
ク
ラ
ブ(

販
売
業)

、
J
A
そ
ぅ 

ま
相
馬
中
村
総
合
支
店(

野
菜
直
売 

所)

、
大
塚
理
容
所(

理
容
業)

、
櫻
布 

店(

布
製
品
販
売)

 

•
西
地
区【

写
真
下】

=

タ
イ
n
B
S 

(

美
容
業)

、
フ
ア
ミ
リ
丨
ス
ト
ア
お 

お
は
し(

小
売
業)

、
M
. 

K
フ
丨
ズ 

(

水
産
加
工
品
販
売)

、
総
合
衣
料
た 

ち
や(

ク
リ
丨
ニ
ン
グ
取
次
.
衣
料
小 

売)
、
郵
便
局(

郵
便
、
貯
金
な
ど) 

さ
つ
で「

震
災
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
犯 

罪
が
発
生
し
て
い
る
。
皆
さ
ん
の
目
配 

り
、
気
く
ば
り
を
お
願
い
し
た
い」

と 

述
べ
た
あ
と
、
立
谷
相
馬
市
長
、
白
石 

弘
一
相
馬
警
察
署
長
が
あ
い
さ
つ
し
ま 

し
た
。 

ラ
ジ
オ
福
島
の
大
和
田
新
ア
ナ
ウ
ン 

サ
丨
が「

心
つ
な
い
で」

の
テ
j
マ
で
、 

震
災
後
の
リ
ス
ナ
丨
か
ら
の
メ
ッ
セ
j 

ジ
な
ど
に
触
れ
な
が
ら
、
基
調
講
演
を 

し
ま
し
た
。 

山
本
千
鶴
雄
相
馬
地
区
防
犯
指
導
隊 

長
が
強
い
連
帯
感
や
、
高
い
連
帯
意
識 

の
下
で「

犯
罪
を
容
易
に
見
過
ご
さ
な 

い」

な
ど
6
項
目
の
重
点
活
動
を
盛
り 

込
ん
だ
大
会
宣
言
を
読
み
上
げ
、
全
会 

一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。 

大
会
宣
言
を
読
み
上
げ
る
山
本
防
犯
指
導
隊
長 

事
業
再
開
の
拠
点
に 

仮
設
事
業
所
引
渡
し 

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
で
操
業 

が
で
き
な
く
な
っ
た
企
業
な
ど
に
、
事 

業
再
開
の
拠
点
と
し
て
中
小
企
業
基
盤 

整
備
機
構
が
整
備
を
進
め
て
き
た
仮
設 

事
業
所
が
9
月
2
9
日
竣
エ
、
市
へ
の
引 

渡
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

仮
設
事
業
所
が
建
設
さ
れ
た
の
は
市 

内
、
塚
田
地
区
と
西
地
区
で
す
。
塚
田 

地
区
の
仮
設
事
業
所
は
エ
イ
ト
タ
ウ
ン 

相
馬
近
く
の
市
有
地
に
建
設
。
軽
量
鉄 

骨
造
2
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
約50

7
1
1
1
。 

理
•
美
容
業
、
野
菜
直
売
所
な
ど
7
事 

業
所
が
入
居
し
ま
す
。 

西
地
区
仮
設
事
業
所
は
、
大
野
台
ー 

丁
目
の
相
馬
中
核
工
業
団
地
西
地
区
に 

設
置
。
周
辺
の
仮
設
住
宅
入
居
者
の
利 

便
性
向
上
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
軽 

量
鉄
骨
造
平
屋
建
て
、
延
べ
床
面
積
約 

5
3

pm

o
小
売
業
や
郵
便
局
な
ど
5
事
業 

所
が
入
り
ま
す
。 

両
地
区
の
引
渡
式
で
は
立
谷
市
長
が 

「

仮
設
事
業
所
を
足
が
か
り
に
、
将
来 

に
つ
な
げ
て
ほ
し
い」

と
激
励
し
、
荒 

井
宏
美
相
馬
商
工
会
議
所
会
頭
、
塩
田 

誠
中
小
機
構
理
事
が
あ
い
さ
つ
し
ま
し 

た
。
塩
田
理
事
が
立
谷
市
長
に
鍵
箱
を 

引
き
渡
し
、
入
居
者
ら
と
と
も
に
記
念 

撮
影
を
し
ま
し
た
。 

各
事
業
所
は
内
装
工
事
な
ど
の
あ
と
、 

順
次
オ
丨
プ
ン
し
ま
す
。 
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市は9月26日、神奈川県小田原市 

と「災害時等における相互応援に関す 

る協定書」を締結しました。 

締結式は小田原市で行われ、加藤憲 

一市長と立谷市長が協定書に署名し、 

かたい握手を交わしました。 

小田原市は東日本大震災後、相馬市 

に職員を延べ85人派遣するなどの支援 

を続けています。 

両市は二宮尊徳発案の農村復興事業 

「報徳仕法」の思想をまちづくりに生 

かしてきた縁での交流があります。 

協定は、両市のいずれかで地震や水 

害などの災害が発生した場合、応急復 

旧に必要な物資や車両などの機材を提 

供するほか、被災者を一時収容するた 

めの施設提供、災害ボランティアのあっ 

せんなどを盛り込んでいます。 

梱 馬 市 • 小 田 原 市 ODAWARA画 

| 更 害 時 等 に 《 け る 相 互 定 ^ ^ 式 • 

小田原市と協定災害時に相互応援 

卜ピックス 
Topix 

ブ
^—

タ
ン
王
_
^
相
相
馬
市
を
訪
問 

ブ
^~

タ
ン
王
固
の
ジ
グ
ミ
• 

テ
ィ
ン
レ
イ
首
相
が
9
月
2
6
日
、 

市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。 

佐
藤
憲
男
副
市
長
が
テ
ィ
ン
レ 

イ
首
相
に
津
波
の
被
害
や
仮
設
住 

宅
の
状
況
、
学
校
で
の
放
射
性
物 

質
の
除
染
状
況
な
ど
を
説
明
し
た 

あ
と
、
来
相
を
歡
迎
す
る
言
葉
を 

述
べ
ま
し
た
。 

テ
ィ
ン
レ
イ
首
相
は「

新
聞
や 

ラ
ジ
オ
で
見
聞
き
し
て
、
ど
れ
だ 

け
今
回
の
震
災
が
困
難
だ
つ
た
か 

知
り
、
わ
れ
わ
れ
は
大
変
悲
し
ん 

だ
と
同
時
に
、
日
本
の
方
々
が
き 

わ
め
て
整
然
と
し
て
頑
張
つ
て
い 

た
こ
と
に
心
か
ら
敬
意
を
払
う」

 

と
こ
た
え
ま
し
た
。 

首
相
は
こ
の
日
、
市
内
で
は
桜 

丘
小
で
児
童
と
と
も
に
給
食
を
味 

わ
っ
た
り
、
被
災
地
を
視
察
し
た 

り
し
ま
し
た
。 

野
田
総
理
人
臣
へ
復
興
に
向
け
国
の
支
援
を
要
望 

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
東 

北
地
方
の
市
町
村
長
の
代
表
は
扣 

月
1
4
日
、
総
理
官
邸
に
お
い
て
野 

田
総
理
大
臣
と
面
談
し
、
復
興
に 

向
け
た
国
の
支
援
を
要
望
し
ま
し 

た
。 8

月
に
開
催
さ
れ
た「

東
北
の 

農
業•

林
業•

水
産
業
復
興
支
援 

集
会」

(

主
催=

国
家
ビ
ジ
ヨ
ン 

研
究
会)

で
市
町
村
長
か
ら
出
さ 

れ
た
要
望
と
農
林
水
産
業
復
興
の 

提
言
を
ま
と
め
た
要
望
書
が
、
研 

究
会
の
中
西
代
表
か
ら
野
田
総
理 

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

面
談
の
中
で
立
谷
市
長
は
、
復 

興
関
連
の
交
付
金
を
被
災
現
場
を 

預
か
る
市
町
村
に
交
付
す
べ
き
で 

あ
る
こ
と
、
原
発
補
償
請
求
の
た 

め
住
民
へ
の
支
援
体
制
を
強
化
す 

る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
訴
え 

ま
し
た
。 

要
望
を
受
け
た
野
田
総
理
は 

「

3
次
補
正
予
算
や
来
年
度
予
算 

の
中
で
復
興
へ
の
課
題
に
対
応
で 

き
る
よ
ぅ
全
力
で
取
り
組
ん
で
い 

く
。
今
後
と
も
被
災
地
か
ら
意
見 

を
い
た
だ
き
た
い」

と
述
べ
ま
し 

た
。 

柑
馬
は
ら
が
ま
朝
市 

鹽
頃
町
の
秋
の
味
覚
販
売 

週
末
な
ど
の
開
催
で
、
市
民
に 

お
な
じ
み
の
相
馬
は
ら
が
ま
朝
市
。 

1
0
月
1
5
、
比
日
の
両
日
も
ス 

。
ホ
.—

ツ
ア
リ
^—

ナ
そ
ぅ
ま
西
通
路 

で
開
催
し
、
姉
妹
都
市
豊
頃
町
の 

物
産
を
格
安
で
販
売
し
ま
し
た
。 

会
場
に
は
あ
ず
き
、
黒
豆
、
じ
ゃ 

が
い
も
、
秋
あ
じ
な
ど
北
海
道
の 

秋
の
味
覚
が
出
揃
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
1
5
日
に
は
秋
あ
じ
鍋
が 

無
料
で
提
供【

写
真】

さ
れ
、
訪 

れ
た
人
た
ち
の
身
も
心
も
あ
た
た 

め
ま
し
た
。 

特
設
ス
テ
丨
ジ
で
は
化
日
に
津 

軽
民
謡
三
味
線
の
演
奏
、
比
日
は 

民
謡
の
披
露
な
ど
多
彩
な
内
容
で 

朝
市
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 



今年で41年 

愛育園に_司慰問 

仙台市のしお寿司店主の佐伯論 

さんと南相馬市原町区の三ます店 

主の萬秀夫さんは10月4曰、愛 

育園で園児たちにおいしい寿司を 

振る舞いました。 

2人は中村一中卒業の同級生。 

昭和46年から園児のため毎年寿 

司の慰問を続け、今年で41年目 

になります。 

3月の震災で仙台市のしお寿司 

は店舗が被災しながらも営業を継 

続。原町区の三ますは店を新築後、 

開店間近のときに震災を迎え、食 

材の調達に苦労したり営業再開が 

大幅に遅れるなど、困難を乗り越 

えての今回の慰問となりました。 

会食では、園児の代表が「おい 

しいお寿司を毎年たのしみにして 

いました」など感謝の気持ちをニ 

人に述べました。 

園児たちは新鮮なトロやエビ、 

サケなどの寿司をロいっぱいにほ 

おばり、笑顔を見せていました。 

© 広 報 そ う ま H 2 3 . 1 1 . 1 
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立
谷
市
長
は「

海
を
泳
ぐ
の
は 

至
難
の
業
。
ご
苦
労
さ
ま
の
ひ
と 

言」

と
ね
ぎ
ら
い
、
山
田
さ
ん
は 

「

今
回
の
遠
泳
が
少
し
で
も
相
馬 

市
を
活
気
づ
け
る
き
つ
か
け
に
な 

れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。
将
来
は
中 

学
時
代
か
ら
の
憧
れ
、
消
防
士
と 

し
て
相
馬
市
に
役
立
ち
た
い
と
改 

め
て
感
じ
ま
し
た」

と
述
べ
ま
し 

た
。 

が
ん
ば
つ
て
！
神
取
さ
ん
か
ら
ェ
-

女
子
プ
ロ
レ
ス
ラ
^—

で
元
柔
道 

家
の
神
取
忍
さ
ん
は
9
月
2
9
日
相 

馬
市
を
訪
れ
、
そ
う
ま
さ
い
が
い 

エ
フ
エ
ム
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
へ 

メ
ツ
セ
丨
ジ
を
伝
え
ま
し
た
。 

「

自
分
が
で
き
る
こ
と
は
、
皆
に 

元
気
を
与
え
る
こ
と
。
一
人
一
人 

が
持
ち
味
を
出
し
て
い
く
こ
と
が 

必
要」

と
、
神
取
さ
ん
は
チ
ャ
リ 

テ
ィ
丨
プ
ロ
レ
ス
の
収
益
か
ら
市 

内
の
少
年
柔
道
教
室
へ
柔
道
着
を 

贈
り
ま
し
た
。 

祝
日
に
相
馬
を
訪
れ
た
神
取
さ 

ん
は
、
柔
道
教
室
な
ど
で
稽
古
に 

参
加
。
放
射
能
の
影
響
で
思
う
よ 

う
に
屋
外
で
運
動
会
の
練
習
が
で 

き
な
い
な
か
、
一
生
懸
命
取
り
組 

ん
で
い
る
児
童
た
ち
に
胸
を
打
た 

れ
た
と
い
い
ま
す
。 

神
取
さ
ん
か
ら「

自
分
が
で
き 

る
こ
と
を
一
歩
一
歩
確
実
に
、
皆 

さ
ん
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
き 

ま
す
。
負
け
な
い
よ
ぅ
に
が
ん 

ば
つ
て
く
だ
さ
い
！」

と
相
馬
市 

民
へ
力
強
い
メ
ッ
セ
丨
ジ
が
届
け 

ら
れ
ま
し
た
。 

東
日
本
大
震
災
で
多
額
の
義
援 

金
で
日
本
を
支
援
し
た
台
湾
の
人 

た
ち
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た 

い
と
、「

曰
台
黒
潮
泳
断
チ
ヤ
レ 

ン
ジ
2
0
1
1」

と
し
て
沖
綿
の 

与
那
国
島
か
ら
台
湾
ま
で
泳
い
だ 

6
人
の
ラ
イ
フ
セ
丨
バ
丨
な
ど
の 

ア
ス
リ
丨
ト
の
ぅ
ち
、
相
馬
市
出 

身
の
山
田
浩
平
さ
ん(

中
央
大
学 

3
年•

水
泳
部)

が
9
月
2
2
日
市 

役
所
を
訪
れ
、
立
谷
市
長
に
結
果 

を
報
告
し
ま
し
た
。 

台
湾
に
到
着
し
た
山
田
さ
ん
を 

含
む
6
人
の
ア
ス
リ
I
-
r
は
、
“ 

日
に
沖
縛
の
与
那
国
島
を
出
発
し
、 

3
0
分
ご
と
に
交
代
し
な
が
ら
、
お 

よ
そ
n
キ
ロ
の
距
離
を
2
曰
間
か 

け
て
泳
ぎ
ま
し
た
。 

震
災
支
援
感
謝
の
遠
泳
台
湾
に
到
着 

防
災
へ
の
誓
い
新
た
に 

市
消
防
秋
季
検
閲
式 

市
消
防
秋
季
検
閲
式
はS

月
比 

曰
ス
ポ
"
ツ
ア
リ
丨
ナ
そ
ぅ
ま 

で
行
わ
れ
、
市
内S

分
団
、
本
団 

の
団
員
と
女
性
消
防
隊
員
合
わ
せ 

て
約
5
5
0
名
が
参
加
し
、
防
災
へ
の 

誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

式
で
は
、
荒
忠
夫
団
長
の「

各 

分
団
は
火
の
用
心
に
十
分
注
意
し
、 

仮
設
住
宅
な
ど
か
ら
も
火
災
を
出 

さ
な
い
よ
ぅ
に」

と
、
立
谷
市
長 

は「

地
域
の
守
り
神
た
る
消
防
団 

に
市
民
を
代
表
し
て
心
か
ら
御
礼 

を
申
し
上
げ
た
い」

と
の
訓
示
で 

防
災
へ
の
士
気
を
高
め
ま
し
た
。 

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
で
住
民 

の
避
難
誘
導
に
あ
た
り
殉
職
し
た 

団
員
の
遺
族
に
顕
彰
状
が
手
渡
さ 

れ
た
あ
と
、
日
本
消
防
協
会
定
例 

表
彰
な
ど
を
受
賞
し
た
団
員
に
表 

彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。 



H23.11.1広報そうま®
1 

東
日
本
大
震
災 

無
料
困
リ
ご
と
相
談• 

法
律
相
談
会 

震
災
に
よ
り
、
法
律
問
題
や 

税
金
問
題
で
お
悩
み
の
方
そ
の 

他
生
活
全
般
に
つ
い
て
の
困
り 

ご
と
が
あ
る
方
を
対
象
に
無
料 

相
談
を
行
い
ま
す
。
ど
ん
な
相 

談
で
も
構
い
ま
せ
ん
。 

ど
ぅ
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く 

だ
さ
い
。 

•
日
時
平
日
•
1
3
時〜

1
7
時 

•
場
所
市
役
所
分
庁
舎
2
階 

第
ー
会
議
室(

S
3
7
2 
2 
0 

6)
 

_
担
当
福
島
県
弁
護
士
会
、 

相
馬
市
四
団
体
協
議
会(

司
法 

書
士
会
•
行
政
書
士
会•

土
地 

家
屋
調
査
士
会
•
税
理
士
会)

、 

福
島
県
社
会
保
険
労
務
士
会 

弁
護
士
会
は
月
曜
日•

木
曜 

日
の
2
:
時〜

1
6
時 

市
四
団
体
協
議
会
は
平
日
B 

時〜

1
7
時 

社
会
保
険
労
務
士
会
は
毎
週 

火
曜
日
1
3
時〜

巧
時 

相
談
内
容
に
よ
り
担
当
を
割 

り
当
て
て
い
ま
す
の
で
、
不
明 

な
点
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ 

く
だ
さ
い
。 

無
料
法
律
相
談
会 

日
常
の
お
悩
み
に
、
法
律
的 

な
観
点
か
ら
無
料
で
相
談
を
行 

い
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
生
活 

環
境
課
ま
で
予
約
し
て
く
だ
さ 

い
。
予
約
は
川
月
3
日(

月) 

か
ら
。 

•
日
時
1
1
月
の
日(

月)

1
0 

時
4
5
分〜

4
時
4
0
分 

•
場
所
市
役
所
1
階
市
民 

相
談
室 

行
政
相
談 

•
日
時
U
月
8
日(

火)

1
0 

時〜

1
2
時(
毎
月
第
2
火
曜 

日)
 

•
場
所
市
民
相
談
室(
市
役 

所
ー
階)

 

行
政
相
談
は
、
役
所(

国• 

県
.
市)

や
特
殊
法
人
の
仕
事 

に
関
す
る
苦
情
や
要
望
に
つ
い 

て
の
相
談
に
応
じ
、
そ
の
解
決 

を
お
手
伝
い
す
る
も
の
で
す
。 

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守 

し
ま
す
。
ま
た
、
時
間
外
は
相 

談
員
宅
で
も
受
け
付
け
ま
す
。 

•
堀
川
相
談
員(

0
^
2 
2
4 

2) 

•
斉
藤
相
談
員(

a
如
2 

6
8
〇
} 

市
民
相
談 

毎
日(

土
、
日
、
祝
日
を 

除
く)

、
生
活
環
境
課
で
。 

消
費
生
活
相
談 

訪
問
販
売•

商
品
ト
ラ
ブ
ル 

な
ど
に
つ
い
て
。 

:
:
:
月
1
8
日(

金)

9
時〜

1
5 

時
、
1
階
市
民
相
談
室
で
。 

時
間
外
は
相
談
員
宅
で
も 

受
付
。
•
須
藤
相
談
員(

S 

3
5
3
2
8
4) 

多
重
債
務
相
談 

毎
日(

土
、
日
、
祝
日
を 

除
く)

、
1
階
市
民
相
談
室
で
。 

必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
相 

談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま 

す
。 

交
通
事
故
相
談 

毎
週
木
曜
日(

ー
日
と
祝
日 

を
除
く)
 

9
時〜

1
7
時
、
生
活 

環
境
課
内
交
通
相
談
所
で
。 

相
談
窓
口•

問
い
合
わ
せ
先 

生
活
環
境
課(

0
3
7
2
1
4
4) 

福
島
県
弁
護
士
会
の 

被
災
者
支
援
活
動 

《

震
災
.
原
発
無
料
電
話
相
談》

 

•
対
象
震
災•

原
発
で
被
災
さ 

れ
た
方 

•
受
付
時
間
平
日
“
時〜

1
6
時 

※
相
談
料
は
無
料
で
す
が
、
通
話 

料
は
か
か
り
ま
す
。 

•
電
話
番
号 

I〉
C\1

 

4
X LO

 

0
0 
4_ 
—
1
1 00

 

1
1
1
1 

v
o 
2 
4—

9
2 
5—

6
5 

1
1 

v
o 
2 
4
2
1
2 
7―

2 

5 
2 
2 

•
〇 
2 

4 
6
1
2 
5—

 

〇 

4 
5 
5 

原
発
無
料
面
談
相
談》

 

•
対
象
震
災
•
原
発
で
被
災
さ 

れ
た
方 

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
。 

•
実
施
場
所
相
馬
法
律
相
談
セ 

ン
タ
ー(

中
村
桜
ケ
丘
5
6
1
1 

T
K
ウ
エ
ル
ネ
ス
桜
ケ
丘
M) 

•
予
約
方
法
平
日
2
時〜

1
6
時 

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
曜
日
、
時 

間
な
ど
は
予
約
の
際
に
お
問
い
合 

わ
せ
く
だ
さ
い 

•
電
話
番
号(

フ
リ
丨
ダ
イ
ヤ 

〇
1
2
〇—

 
7
〇
〇—

 
7
9 

《

原
子
力
発
電
所
事
故
被
害
者 

救
済
支
援
セ
ン
タ
丨》

 

•
対
象
原
発
事
故
で
被
災
さ
れ 

た
方 

•
支
援
内
容
弁
護
士
を
紹
介
し 

ま
す
。
セ
ン
タ
丨
が
紹
介
し
た
担 

当
弁
護
士
に
お
客
様
か
ら
ご
連
絡 

し
て
い
た
だ
き
、
ご
予
約
の
上
、 

担
当
弁
護
士
の
事
務
所
に
て
相
談 

あ
る
い
は
依
頼
と
な
り
ま
す
。 

※
相
談
は
3
回
ま
で
無
料
で
す
。 

•
受
付
窓
口
平
日
1
0
時〜

巧
時 

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。 

•
電
話
番
号 

〇 

2 
4
1
5 
3
3
1
7
7 
7 
〇 

《

そ
の
ほ
か
情
報
提
供》

 

•
ホ
 ̂

^
ぺ
.“

ジ
ア
ド
レ
ス 

h
t
t
T
!
/
/
b
u
s
i
n
e
s
s
3
.
p
l
a
l
a
.
 

or_.p/fba/ 

•
携
帯
ホ
丨
-T

へ
丨
ジ
ア
ド
レ
ス 

http>://crcsiness3.jplala. 

orjp/fba/k/
 

健
康
相
談 

毎
日(

土
、
日
、
祝
日
を
除
く)

、 

保
健
セ
ン
タ
丨
で
。
自
動
血
圧
計 

設
置
し
て
あ
り
ま
す
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
保
健
セ
ン 

タ
1(

S
%
4
4
7
7)

 

ふ
れ
あ
い
総
合
相
談 

第
2 

. 

4
水
曜
日(

祝
日
の
場 

合
は
翌
日)

、
1
3
時〜

比
時
、
市 

社
会
福
祉
協
議
会(

総
合
福
祉
セ 

ン
タ
I
内
S
3
6
5 
0 
3 
3)

で
。 



P̂ ll月の行事予定I 
00月17日現在） 

月 曰 行 事 名 時 間 場 所 

11月6曰（曰） 相馬士云能入会 9 ： 30 はまなす館 

11月13日（日） 
みんなで子育て 
ワイワイショップ 

10 ： 00 はまなす館 

11月20日（曰） 
福島県議会議員一般選挙• 
相馬市議会議員一般選挙 
投粟日 

7 ： 00 各投粟所 

11月27曰（曰) 
相馬中村開府四百年記念 
シンポジウム 

13 ：15 はまなす館 

献血にご協力を 

月 日 時 間 場 所 

11月1曰（火） 

10 ： 00 〜11：00 (株)技研エントランス 

11月1曰（火） 11：30 〜12 ： 30 菅野漬物食品（株）相馬工場 11月1曰（火） 

13 ： 30 〜16 ： 30 福島県立相馬高等学校 

11月17日（木） 9 ： 50 〜16 ： 30 
(株）旧丨キヤステイングス 

相馬工場 

11月18日（金） 9 ： 00 〜16 ： 30 (株)IHI 

※採血は医師の診断のうえ行います。 

6-242： 

00 

i - 2 l 

中村字桜ケ丘 

沖ノ内1丁目 

中村字塚田 

井口医院 

浜通リふれあい診療所 

米村胃腸科内科医院 

ふなばし内科クリニック 

木) 曰 月 

月6曰（曰 

日（日 月 

月23日（水) 

月 

6 -

36-66 

※診療時間は9:00〜16:0〇 

※救急医療病院は公立相馬総合病院 

6-木: 曰 月 

6-

00 ※診療時間は9:00 

全
国i

斉 

「

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ 

イ
ン」

強
化
週
間 

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人 

権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
1
1
月
M 

日
か
ら
n
月
如
日
ま
で
の
7
日
間
、 

全
国
一
斉「

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト 

ラ
イ
ン」

強
化
週
間
と
し
て
、
夫
. 

パ
ー
ト
ナ
^—

か
ら
の
暴
力
や
セ
ク 

ハ
ラ
、
ス
ト
^~

カ
^~

な
ど
女
性
の 

抱
え
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
電 

話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。 

相
談
は
、
人
権
擁
護
委
員
お
よ 

び
法
務
局
職
員
が
応
じ
ま
す
。
相 

談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
強
化
週
間
以
外
の
曰 

(

土 
•
日
.
祝
日
を
除
く)

に
お 

い
て
も
、
8
時
3
0
分
か
ら
"
時
1
5 

分
ま
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の 

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

•
期
間
U
月
M
日(

月)

か
ら 

2
0
曰(

日)

ま
で
の
7
曰
間 

•
時
間
8
時
卻
分
か
ら2

時
ま 

で(

た
だ
し
、
1
1
月2

日(

土
> 

2
0
日(

日)

は
1
0
時
か
ら
1
7
時
ま 

で)
 

•
電
話
番
号 
〇
5 

7
〇
I
〇
7 

0
1
8
1
0 (

全
国
共
通
ナ
ビ
ダ 

ィ
ャ
ル)

 

•
問
い
合
わ
せ
先
福
島
地
方
法 

務
局
人
権
擁
護
課(

§
1
0
2 
4
: 

5 

3 
4 

—
—

1
9
9
4
} 「

戦
没
者
遺
族
相
談
員」

 

が
再
任
さ
れ
ま
し
た 

平
成
^
年
1
0
月
1
日
付
け
で
、 

左
記
の
方
が
厚
生
労
働
大
臣
よ
り 

戦
没
者
遺
族
相
談
員
に
任
命
さ
れ 

ま
し
た
。 

戦
没
者
遺
族
の
恩
給•

各
種
給 

付
金
に
関
す
る
こ
と
な
ど
援
護
全 

般
や
生
活
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、 

相
談
相
手
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ 

き
ま
す
。 

•
氏
名
中
山
誠
一 

•
住
所
相
馬
市
粟
津
字
庭
タ
リ 

前
1
2
5
1
4 

•
電
話(

S
把
2 
9
5
6)

 

月2 0曰（曰）は 

般選挙 

般選挙 義 員 一 

義 貝 福島県議会言 

相馬市議会言 

の投粟曰 

中
村
東
部
地
区 

第
1
行
政
区
区
長
が
交
代 

2

月
2
曰
付
け
で
、
次
の
と
お 

り
区
長
の
交
代
が
あ
り
ま
し
た
の 

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

《

中
村
東
部
地
区
第
ー
行
政
区》

 

V 
(

旧)

小
幡
靖
夫
さ
ん 

(

在
職
3
年
6
か
月)

 

V 
(

新)

熊
谷
秀
治
さ
ん 

(

s
%
8
4
6
2)

 

•
問
い
合
わ
せ
先
総
務
課
行
政 

管
理
係(

0
3
7
2
1
2
0)

 

こついてお知らせします》 

スポーツアリーナそうま（2階: 

0時 2 〇 曰 

3 37-2192) 

1 1 月 

事務局 

《開粟！ 

•場所 

•開始予定日時 

•問い合わせ先 

市選挙管理委員会 

H23 H 広 報 そ う ま 



- 〜 ノ . . ガ へ 二 

• - 一 - ベ - 一 よ り ノ 

測定結果参考 

•単位=マイクロシーベル卜/時 

•測定位置：校（園）庭の4隅と中央の5点を計 

測した平均値 

(幼稚園•小学校：地上50 cm、中学校：地上100 cm) 

※市教育委員会が計測した数値です 

H23.11.1広報そうま® 

せ 

幼稚園•学校名 作業前 作業後 

飯豊幼稚園 0.53 0.26 

日立木幼稚園 0.60 0.26 

磯部幼稚園 0.50 0.19 

大野幼稚園 0.45 0.20 

八幡幼稚園 0.77 0.32 

八幡小学校 072 0.24 

山上小学校（幼稚園含む） 0.67 0.20 

飯豊小学校 0.51 0.20 

大野小学校 0.49 0.14 

中村第二小学校 0.47 0.25 

桜丘小学校 0.53 0.25 

日立木小学校 0.65 0.26 

磯部小学校 0.20 0.15 

玉野小学校（幼稚園含む） 2.32 0.45 

中村第一中学校 0.62 0.42 

中村第二中学校 0.65 0.49 

向陽中学校 0.66 0.33 

磯部中学校 0.52 0.34 

玉野中学校 2.41 0.80 

市
教
育
委
員
会
で
は
5
月
2
4
日 

か
ら
9
月
3
0
ま
で
の
間
に
、
市
立 

幼
稚
園
、
小
•
中
学
校
の
校
庭
表 

土
剥
ぎ
ま
た
は
覆
土
を
実
施
し
ま 

し
た
。
測
定
結
果
は
表
の
と
お
り 

で
す
。 

ま
た
、
校
舎
内
外
の
敷
地
で
1 

マ
イ
ク
ロ
シ
丨
べ
ル
ト
を
超
え
る 

ミ
ニ
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
へ
も
除
染 

対
策
を
行
い
、
放
射
線
量
の
低
減 

化
を
図
つ
て
い
ま
す
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
教
育
委
員
会 

総
務
課(

S
3
7
2
1
8
8)

 

市
立
幼
稚
園
、
小
、
中
学
校
校
庭 

表
土
剥
ぎ
ま
た
は
覆
土
に
よ
る
空
間
放
射
線
量
測
定
結
果 

相
馬
税
務
署
か
ら
被
災
さ
れ
た
方
へ 

所
得
税
の
還
付•

軽
減 

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
住
宅
や 

家
財
•
自
動
車
な
ど
に
被
害
を
受 

け
た
方
は
、
雑
損
控
除
な
ど
の
適 

用
に
よ
り
平
成
2
2
年
分
に
さ
か
の 

ぼ
っ
て
、
所
得
税
の
還
付
や
軽 

減
.
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き 

ま
す
。 

相
馬
税
務
署
で
は
、
所
得
税
の 

還
付
や
軽
減
•
免
除
手
続
き
に
つ 

い
て
の
個
別
相
談(

申
告
書
の
作 

成)

を
次
に
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。 

•
給
与
所
得
者
の
方
が
勤
務
先
の 

年
末
調
整
に
よ
っ
て
還
付
や
軽 

減
.
免
除
を
受
け
る
こ
と
は
で
き 

ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
個
別
相
談
を 

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

•
相
談
は
予
約
を
た
だ
い
た
方
を 

優
先
に
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
事 

前
の
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

•
期
間
平
成
？
3
年
1
1
月
四
日 

(

火)

ま
で(

土
曜
•
日
曜
.
祝 

日
を
除
く)

 

•
受
付
時
間
9
時〜

1
6
時 

•
場
所
中
村
字
塚
ノ
町s

1
6 

振
興
ビ
ル
6
階
•
第
一
一
会
議
室 

•
問
い
合
わ
せ
先
相
馬
税
務
署 

(

S
3
6
3
1
1
1) 

※
電
話
の
音
声
案
内
に
従
っ
て 

「

2」

を
選
択
し
、「

震
災
相
談 

の
予
約
に
つ
い
て」

と
お
話
し
く 

だ
さ
い
。 

お
も
い
や
リ
駐
車
場
利
用
証 

茨
城
県
で
も
使
え
ま
す 

福
島
県
で
は
、
車
い
す
マ
丨
ク 

の
あ
る
駐
車
ス
ぺ
ー
ス
の
適
正
利 

用
を
図
る
た
め
利
用
証
を
発
行
す 

る「

お
も
い
や
り
駐
車
場
利
用
制 

度」

を
平
成
2
1
年
7
月
1
日
か
ら 

開
始
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
び
、
茨
城
県
が
加
わ
り 

平
成
ぬ
年
9
月
2
7
日
に
、
福
島
. 

山
形
•
栃
木
•
群
馬
、
茨
城
の
5 

県
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
県
で
発
行
す 

る
利
用
証
の
相
互
利
用
に
関
す
る 

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
り
、
同
年S

月
1
日 

か
ら
、
5
県
で
そ
れ
ぞ
れ
発
行
さ 

れ
た
利
用
証
は
、
5
県
の
協
力
施 

設(

茨
城
県
は
全
て
の
車
い
す
の 

駐
車
場)

い
ず
れ
で
も
利
用
で
き 

る
よ
ぅ
に
な
り
ま
し
た
。 

ム
フ
後
も
、
本
当
に
必
要
な
方
が 

利
用
で
き
る
よ
ぅ
ご
協
力
を
お
願 

い
し
ま
す
。 

な
お
、
詳
し
く
は
、
利
用
証
の 

申
請•

交
付
窓
口
ま
で
お
問
い
合 

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
•
健
康
福
祉 

課
高
齢
福
祉
係(

S
3
7
2 

1
7 

4)

 

•
福
島
県
相
双
保
健
福
祉
事 

務
所(

S
S
1
1
3
1)

•
福
島 

県
庁
高
齢
福
祉
課(

S
0
2
4 

LQ C\1  <—

_ 
— 

C"

1

1 
C  j 
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東日本大震災によリ 

死亡された方のご遺族に、 

災害弔慰金を支給しています。 

東曰本大震災により死亡された方のご遺族に対し 

て、災害弔慰金を支給しています。 

•対象となる方 

災害により死亡した方（被災時に相馬市に住所を 

有していた方）のご遺族で、支給の範囲および順位 

は次のとおりです。 

•支給順位および対象者 

死亡した方により主として生計を維持されていた 

1配偶者、2子、3父母、4孫、5祖父母 

これらの遺族がいない場合に限り、死亡当時に同 

居し、または生計を同じくしていた兄弟姉妹。 

※「生計を同じくしていた」±易合とは、所得税法上 

の扶養親族となる方をいいます。 

•支援の内容 

•生計維持者が死亡した場合：500万円 

•その他の方が死亡した場合：250万円 

※「生計維持者」は、死亡した方から見て、所得税法 

上の控除対象配偶者または扶養親族となる方をいい 

ます。 

•提出書類 

•災害弔慰金に係る受領申出書（様式1) 

•口座振込依頼書（様式2) 

•受領される方の身分証明書の写し（運転免許証、健 

康保険証、年金証書など） 

•死亡診断書（検案書）などの写し 

•振込口座の通帳の写し（金融機関名、取引店名、名 

義人のカナ表記、口座番号が印字された部分） 

後日、電話などで状況を確認させていただく場合が 

あります。 

お申込から支給までは、ご遺族の権利関係の調査が 

必要なため時間がかかります。 

• 問 い 合 わ せ 先 社 会 福 祉 課 S 3 7 - 2171 

住
宅
被
害
見
舞
金
を
贈
呈
し
ま
す 

台
湾
佛
教
慈
濟
基
金
会 

(

財)

台
湾
佛
教
慈
濟
基
金
会
は
、 

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
居
住
し
て 

い
た
住
居
が
全
壊
.
大
規
模
半 

壊
•
半
壊
の
被
災
を
し
た
世
帯
に
、 

家
族
人
数
に
応
じ
て
住
宅
被
害
見 

舞
金
を
贈
呈
し
ま
す
。 

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、 

対
象
と
な
る
方
は
、
申
請
に
必
要 

な
も
の
を
す
べ
て
そ
ろ
え
た
ぅ
え 

で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

当
日
会
場
で
の
コ
ピ
丨
依
_
な 

ど
は
一
切
お
受
け
い
た
し
か
ね
ま 

す
。 

•
対
象
者
次
の
全
て
の
条
件
を 

満
た
す
世
帯
の
世
帯
主
の
方
で
す
。 

(
1)
平
成
リ
年
3
月
U
曰
現
在 

で
相
馬
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
こ 

と
。 

(

2)

市
が
発
行
し
た
罹
災
証
明 

書
の「

罹
災
世
帯
の
構
成
欄」

に 

「

氏
名
、
生
年
月
日
、
続
柄」

の 

記
載
が
あ
る
こ
と
。 

(

3)

罹
災
証
明
書
が
全
壊
、
大 

規
模
半
壊
ま
た
は
半
壊
で
あ
る
こ 

と
。 

※
震
災
で
世
帯
主
が
亡
く
な
つ
た 

場
合
は
、
現
在
の
世
帯
主
が
対
象 

で
す
。
受
付
に
お
申
し
出
く
だ
さ 

r

 

0 

し •
申
請
日
時
1
2
月
3
日(

土)
 

9
時〜

1
6
時
.
じ
月
4
日(

曰)
 

9
時〜

1
2
時 

•
申
請
会
場
総
合
福
祉
セ
ン 

タ
^—(

は
ま
な
す
館)

ホ
^~

ル 

小
泉
字
高
池
3
5
7
番
地 

•
見
舞
金
支
給
金
額 

•
単
身
世
帯
=
3
万
円 

•
2
人
か
ら
3
人
の
世
帯
H
5
万 

円 •
4
人
以
上
の
世
帯
=
7
万
円 

※
支
給
額
は
、
基
金
会
が
罹
災
証 

明
書
の「

罹
災
世
帯
の
構
成
欄」

 

に
記
載
さ
れ
た
人
数
で
決
定
し
ま 

す
。 

•
見
舞
金
申
請
に
必
要
な
も
の 

•
罹
災
証
明
書
の
写
し(

台
湾
佛 

教
慈
濟
基
金
会
に
提
出
し
て
い
た 

だ
き
ま
す) 

•
本
人
確
認
書
類(

免
許
証
、
健 

康
保
険
証
な
ど) 

•
印
鑑(

朱
肉
を
使
用
す
る
認 

印)
 

•
世
帯
主
以
外
が
申
請
す
る
場
合 

は
委
任
状(

世
帯
主
か
ら
委
任
を 

受
け
た
方
の
本
人
確
認
書
類
が
必 

要
で
す) 

•
当
日
申
請
で
き
な
い
場
合 

(

財)

台
湾
佛
教
慈
濟
基
金
会
日 

本
支
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ 

さ
ぃ
。 

(

財)

台
湾
佛
教
慈
濟
基
金
会 

H
1
9
6
6
年
證
厳
法
師
に 

よ
つ
て
台
湾
•
花
蓮
県
で
設
立
さ 

れ
ま
し
た
。 

台
湾
を
拠
点
に
し
て
広
く
世
界 

に
視
野
を
お
い
た
慈
善
団
体
で
、 

医
療•

建
設
.
教
育•

社
会
文
化 

な
ど
の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

•
問
い
合
わ
せ
先 

V (

財)

台
湾
佛
教
慈
濟
基
金
会 

曰
本
支
部 http://tw.tzuchi.

 

org/jp/
 
(

受
付
時
間
9
時〜

1
7 

時)
•
 
(

S
0
3
1
3
2
0
3
丨 

5 

6 

5 

1)
 

•

社

会

福

祉

課

(

S 

• 

2 

1 

7 

1)
 

http://tw.tzuchi
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生
ご
み
処
理
講
演
会
と 

コ
ン
ポ
ス
ト
の
効
果
的
実
践 

「
廃
棄
物
処
分
場
建
設
に
反
対
す 

る
相
馬
市
民
の
会」

(

会
長=

草 

野
博
夫
氏)
主
催
に
よ
り
、
生
ご 

み
処
理
の
取
組
み
に
関
す
る
講
演 

会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。 

•
開
催
日
“
月
1
8
日(
金)

U 

時〜

1
4
時
3
0
分 

書
内
容
な
ど 

®
生
ご
み
の
処
理
方
法
に
関
す
る 

講
演
会 

•
開
始
時
刻
=
u
時〜

 

.
場
所=

日
立
木
公
民
館 

•

講
師=

生
ご
み
全
国
ネ
ッ
ト 

ヮ
丨
ク
事
務
局
長
福
渡
和
子
氏 

@
コ
ン
ポ
ス
ト
の
正
し
い
使
い
方 

に
つ
い
て 

•

開
始
時
刻
M
B
時〜

 

•

場
所=

草
野
博
夫
氏
自
宅(

市 

内
立
谷) 

•

講
師=

相
馬
市
民
の
会
会
長 

草
野
博
夫
氏 

•

申
込
み=

昼
食
を
準
備
し
ま
す 

の
で
、
市
生
活
環
境
課(

3
3
7
2 

1
4
3)

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

•
締
切
り
=
。
月
1
6
日(

水)

1
7 

時 

2
0
1
2
県
民
手
帳
好
評
発
売
中 

福
島
県
統
計
協
会
が
発
行
し
て 

い
る
県
民
手
帳
と
県
勢
要
覧
を
販 

売
し
て
い
ま
す
。 

•
刊
行
物
名(

ー
冊•

税
込
み)

 

•
2
o
1
2
福
島
県
民
手
帳
月
間 

ダ
ィ
ァ
リ
丨
横
8
卦
版§

円(

別 

冊
付
、
表
紙：

濃
い
緑
色
、 

X
M
c
m
、 

^ 1 8 

ぺ 

8 
cm 

ジ 

V
2
0
1
2
福
島
県
民
手
帳
月
間 

ダ
イ
ア
リ
^—

カ
レ
ン
ダ
^~

版 

§
円(
別
冊
付
、
表
紙=

黄
緑
色
、 

教育長に山田氏が就任しました 

〇月1日に開催された臨時教育委 

員会で、山田耕一郎（やまだこういち 

ろう）氏が教育長に任命されました, 

山田氏は、東京教育大学文学部卒業
( 

県教育委員会教育振興領域統括参事、 

8
c
m
x
1
4
c
m
、
加
ぺ
丨
ジ) 

•
平
成
M
年
版
福
島
県
勢
要
覧 

1
、
5
0
0 
円

(

B
6 
版
、
約
3
0
0 

ぺ
丨
ジ) 

•
販
売
期
間
1
2
月
m
日(

木)
 

ま
で 

•
販
売
場
所
市
役
所
3
階
企
画 

政
策
課 

•
問
い
合
わ
せ
先 

(

0
3
7
2
2
1
8)

 

企
画
政
策
課 

昨年4月より相馬市教育委員会教育委 

員として、市の教育行政に携わってい 

ました 

安良氏が教育長を退任 

安良紀男（あらのりお）氏は、平成 

2 3年9月3 0日付けで教育長を退任 

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
雇
用 

作
業
員
募
集
の
お
知
ら
せ 

相
馬
市
発
注
の
災
害
廃
棄
物
中 

間
処
理
業
務
の
作
業
員
を
、
市
内 

業
者
が
募
集
し
て
い
ま
す
。 

•
勤
務
場
所
相
馬
市
光
陽
一
一
丁 

目
地
内(

g

フ
ジ
タ
東
北
支
店 

相
馬
市
災
害
廃
棄
物
中
間
処
理 

作
業
所) 

•
作
業
内
容
市
内
か
ら
集
積
し 

た
災
害
ガ
レ
キ
を
空
調
の
効
い
た 

ク
リ
^~

ン
ル
^ 

4

内
で
の
手
選
別 

作
業
な
ど 

月1曰か 1 5年1 0 

ら市教育委員会委員を務め、教育委員 

6 

教 

安良氏は、平成 

長などを歴任し、平成2 2年 2月 

曰からは教育長を務めていました+ 

育委員の任期終了に伴い教育長を退任 

いたしましたが、長年にわたって市の 

教育行政の究実•進展に尽力されました, 

•お問い合わせ 

S 37-2183) 教育委員会教育部総務課 

•
雇
用
条
件(

男
女
問
わ
ず)

 

©
相
馬
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方 

で
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
離 

職
ま
た
は
解
雇
さ
れ
、
現
在
無
職 

と
な
つ
て
い
る
方 

(
!
)
相
馬
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方 

で
、
東
日
本
大
震
災
後
に
採
用
取 

り
消
し
と
な
つ
た
方 

•
雇
用
人
数g

名(

各
雇
用
業 

者
3
0
名) 

•
賃
金
と
作
業
環
境 

•

一 
曰
当
た
り
1
0
、
7
0
0
円 

(

実
際
に
支
給
さ
れ
る
賃
金
は
、 

各
社
会
保
険
料
、
所
得
税
な
ど
が 

控
除
さ
れ
ま
す
。) 

•
就
労
時
間
8
時〜

1
7
時 

•
休
日
原
則
と
し
て
、
日
曜
曰
. 

祝
日 

•
通
勤
バ
ス
の
運
行
市
内
四
力 

所
の
仮
設
住
宅
か
ら
通
勤
ミ
ニ
バ 

ス
を
運
行
し
ま
す
。 

※
詳
し
く
は
各
雇
用
業
者
に
お
尋 

ね
く
だ
さ
い
。 

•
雇
用
業
者•

問
い
合
わ
せ
先 

®
中
村
土
木
株
式
会
社
中
野
字 

寺
前
4
4
0
-
1

(

S
3
6
7 
1 

3 
1)

 

©
金
沢
興
業
株
式
会
社
坪
田
字 

坊
山 
3
5
h 

8 
(

0
3
6
7
7 

3 
2)
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東
日
本
大
震
災
に
係
る 

火
葬
費
用
等
の
取
扱
い 

東
日
本
大
震
災
の
災
害
発
生
時 

に
県
内
市
町
村
に
い
た
方
で
、
震 

災
と
関
係
が
あ
る
死
と
認
め
ら
れ 

る
方
を
、
災
害
に
よ
る
混
乱
の
た 

め
ご
遺
族
が
火
葬
し
た
場
合
、
災 

害
救
助
法
の
適
用
対
象
と
な
り
ま 

す
の
で
、
そ
の
費
用
を
返
還
し
ま 

^
9
0 

•
対
象
者 

「

震
災
と
関
係
が
あ
る
死」

と 

認
め
ら
れ
る
方
で
、
次
の
よ
う
な 

場
合
を
対
象
と
し
ま
す
。 

(

1)

津
波
や
地
震
に
伴
う
土
砂 

崩
れ
な
ど
に
よ
り
亡
く
な
つ
た
方 

(

2)

避
難
所
で
亡
く
な
っ
た
方 

(

3)

搬
送
さ
れ
た
病
院
や
社
会 

福
祉
施
設
な
ど
で
亡
く
な
っ
た
方 

•
対
象
期
間
な
ど 

災
害
に
よ
る
混
乱
の
た
め
ご
遺 

族
が
実
施
し
た
も
の
で
、
平
成
M 

年
3
月
U
日
の
災
害
発
生
後
か
ら 

7
月
M
日
ま
で
に
火
葬
し
た
も
の 

を
対
象
と
し
ま
す
。 

•
対
象
経
費
な
ど 

(

1)

火
葬
費
用
、
棺(

付
属
品 

も
含
む)

、
骨
壺•

骨
箱
、
遺
体 

安
置
料(

遺
体
保
存
の
た
め
の
資 

材
代
も
含
む)

及
び
遺
体
搬
送
料
。 

こ
れ
ら
の
う
ち
県
が
必
要
と
認
め 

る
も
の
。 

(

2)

大
人(

満
じ
歳
以
上)

の 

場
合
、
2 
0
1
、
0
0
0
円
以
内
、 

小
人
の
場
合(

満
1
2
歳
未
満) 

1
6 

0
、
8 

o
o
円
以
内
を
原
則 

と
し
ま
す
。 

※
式
典
費
用(

祭
壇
、
供
花
、 

酒
代)

は
対
象
外
。 

右
記
の
受
付
期
間
は
、
U
月
如 

曰
ま
で
と
し
ま
す
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
市
民
課
戸
籍 

係(

S
3
7
2
1
3
7)

 

参
加
チ
I
-
^
募
集
！ 

ス
リ
丨
オ
ン
ス
リ
丨
バ
ス
ケ 

市
民
の
体
力
向
上
、
健
康
増
進
、 

青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
と
し 

て
、
ス
リ
丨
オ
ン
ス
リ
ー
バ
ス 

ケ
ッ
ト
ボ
丨
ル
大
会
を
開
催
し
ま 

す
。 

•
日
時
n
月
リ
日(

日)

集
合 

8
時
1
5
分
開
会
式
8
時
3
0
分 

•
会
場
ス
ポ
^—

ツ
ア
リ
^
—K

そ 

う
ま 

•
参
加
資
格
市
内
に
在
住
ま
た 

は
通
勤•

通
学
し
て
い
る
方
で
編 

成
さ
れ
た
チ
丨
-
^ (

個
人
の
申
し 

込
み
は
不
可)

 

•
参
加
料
1
人§

円 

•
チ— -

：
!

人
数
3〜

5
人 

•
種
目 

•
小
学
生
低
学
年
の
部(

4
年
生 

以
下)

 

•
小
学
生
の
部(

5
、
6
年
生)

 

:
•
中
学
生
の
部 

•
高
校
生
の
部 

V
一 

般
の
部 

•
シ
ニ
ア
の
部
4
0
歳
以
上) 

※
各
男
女
別(

小
低
学
年
は
除
く) 

※
小
学
生
低
学
年
に
お
い
て
は
、 

混
成
チ
丨
^
^
で
も
参
加
可
能
。 

高
校
生
の
部
で
、
出
場
チ
丨
-
 ̂

数
が
少
な
い
場
合
は
、
一
般
の 

部
で
の
対
戦
と
な
り
ま
す 

•
表
彰
各
部
門
の
第
3
位
ま
で 

i 

メ
ダ
ル
を
授
与
す
る
。
た
だ
し
、 

|

各
部
門
に
お
い
て
参
加
チ
丨
ム
が 

2
チ
j
ム
以
下
の
場
合
は
賞
状
に 

I

よ
る
表
彰
の
み
と
な
る
。 

•
申
込
期
限
U
月
n
日(

木)
 

1
7
時(

期
限
厳
守) 

•
申
込
方
法
所
定
の
用
紙
に
必 

一
要
事
項
を
記
入
し
、
参
加
料
を
添 

一
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

•
申
込
•
問
い
合
わ
せ
先
•
ス 

i

ポ—

ツ
振
興
課(

S
M
2
2
7
8 

フ
ア
ク
ス
3
7
2
6
1
7)

 
•
ス
ホ
^―

ツ
ア
リ
-―

ナ
そ
ぅ
ま 

(

S
3
7
2
3
0
9)

 

一 ― 

r 

t i 
相
馬
中
村
開
府
四
百
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

.
1
歴
史
を
探
り
、
そ
し
て
今
を
考
え
る—

 

「

屮
村
城
と
中
村
城
f
町
一 

曰 

•
日
時
1
1
月
2
7
曰 

時
1
5
分〜

1
6
時
％
分 

•
会
場
相
馬
市
総
合
福
祉
セ
ン 

タ
丨
は
ま
な
す
館 

《

内
容》

 

•
開
会
1
3
時
1
5
分 

•
第
1
部
基
調
講
演
B
時 

2
5
分〜

1
4
時
1
5
分 

北
垣
聰
一
郎
石
川
県
金
沢
城
調 

査
研
究
所
所
長 

「

あ
ら
た
な
発
見
を
求
め
て
、
相 

馬
中
村
城」

 

•
第
2
部
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ツ 

シ
ヨ
ン(

^
:
時
2
5
分〜

比
時
3
0 

分)
 

(

1)

問
題
提
起
®
鈴
木
咎 

福
島
県
考
古
学
会
顧
問 

(

2)

問
題
提
起
@
岩
本
由 

輝
東
北
学
院
大
学
名
誉
教
授 

(

3)

パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ツ
シ
ヨ 

ン「

相
馬
中
村
開
府
0
0
年」

 

•

コ
丨
デ
イ
ネ
丨
タ
丨
岡
田
清 

一
東
北
福
祉
大
学
教
授 

•
パ
ネ
リ
ス
ト
北
垣
聰
一
郎
氏
、 

鈴
木
咎
氏
、
岩
本
由
輝
氏 

(

4)

質
疑
応
答 

•
閉
会(

1
6
時
如
分) 

參
入
場
無
料
で
す
が
入
場
整
理
券 

が
必
要
で
す
。 

《

取
り
扱
い》

市
史
編
さ
ん
室• 

生
涯
学
習
課
•
市
民
課
.
図
書
館•

 

中
央
公
民
館•

各
地
区
公
民
館 

•
主
催
相
馬
市
•
相
馬
市
教 

育
委
員
会 

•
問
い
合
わ
せ
先
市
教
育 

委

員

会

市

史

編

さ

ん

室 

(

S
3
7
2
1
0
0 

.
フ
ア
ク
ス 

^
2
1
9
9)

 

• 
E 

メ
丨
ル shishihensan®

 

citv.somaiukushima.ip
 



離日時1 1月 1 3日（日） 

1〇時〜12時 

暴場所総合福祉センタ一 

はまなす館多目的ホール 

眷内容 

•アンパンマンショー•みんなで歌おう 

•スタンプラリー 

會 参 加 費 無 料 

畚申込•問い合わせ先 

•総合福祉センターCS 36 — 5033) 

•地域子育て支援センタ一 

(S3 6 -1 8 0 0) 

•保健センター（a 35 — 4477) 

•市社会福祉課（S 3 7 _ 2 2 0 4 ) 

H23.11.1広報そうま© 

相馬市子育て連絡会では、11月13日（日）に次のイベントを開催します。 

お子さんと一緒に楽しめますので親子で楽しんでみてはいかがでしようか。 

み ん な で 子 育 て ワ イ ワ イ シ ョ ッ プ 

秋季全国火災予防運動か実施されます！ 

統一標語 

消したはず 

決めつけないで 
もう一度 

実 施 期 間 1 1 月 9 曰 〜 1 1 月 1 5 曰 ま で 

これから、風の強い日が多く空気も乾燥し火災が発生 

しやすい季節になります。火災予防の一層の普及を図り、 

死傷者や財産の損失を防ぐことを目的として、火災予防 

運動が実施されます。 

相馬市では、今年に入り13件の火災が発生していま 

す。内訳は10月1曰現在で建物火災8件、林野火災1件、 

その他の火災4件です。 

•火災発生防止のため次のことを注意してください。 

1寝たばこや、たばこの投げ捨てをしない。 

2子供には、マッチやライターで遊ばせない。 

3天ぷらを揚げるときは、その場を離れない。 

4ストーブには、燃えやすいものを近づけない。 

5風の強いときは、たき火をしない。 

6電気器具は、正しく使い、たこ足配線はしない。 

7家のまわりに燃えやすいものを置かない。 

•相馬消防署（0 3 6 — 2181) 

い
た
だ
き
、
様
々
な
催
し
を
お
楽 

し
み
く
だ
さ
い
。 

•
日
時
1
1
月
6
日(

日)

9
時 

3
0
分
開
会 

•
場
所
相
馬
市
総
合
福
祉
セ
ン 

タ
^—(

は
ま
な
す
館)

多
目
的
ホ
^—

 

レ •
出
演2

団
体 

•
入
場
料
7
0
0
円 

•
問
い
合
わ
せ
先
大
会
事
務 

局
•
佐
藤(

S
0
9
0
1
9
0
3 

8 

1
2 
2 
〇
1) 

せ 

平
成
！
：q

年
度 

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
事
業 

第
リ
回
相
馬
市
芸
能
大
会 

相
馬
市
文
化
団
体
連
絡
協
議
会 

で
は
、
相
馬
市
教
育
委
員
会
と
の 

共
催
で
第
2
7
回
相
馬
市
芸
能
大
会 

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
一 

時
は
、
こ
の
度
の
震
災
な
ど
の
影 

響
に
よ
り
開
催
中
止
も
検
討
し
ま 

し
た
が
、
文
化
活
動
を
通
し
て
被 

災
者
等
へ
の
支
援
が
で
き
な
い
か 

と
の
思
い
で
開
催
を
決
定
し
ま
し 

た
。
ぜ
ひ
、
多
く
の
方
に
ご
来
場 



図書館あんない 
おすすめ図書 

『ドイツ式暮らしがシンプルになる習慣』 

門倉多仁亜[著] 

ソフトバンク•クリエイテイブ 

頭の中をいつも空にしてお 

く、掃除•片づけに時間をか 

けない、とにかく分類、すぐ 

に分類…。ドイツ人のライフ 

スタイルをお手本に、著者が 

実践している49の小さな約 

束事を紹介。部屋と心の「すっ 

きり」が持続します。 

n« 多1 M 

『いつか行ってみたい世界一の絶景を見る』 

アフロ [編]新人物往来社 

さあ、「世界一」めぐりの 

旅へ出かけましょう！世界最 

大の湖•カスピ海、世界最大 

の地下都市•カッパドキア、 

世界最古の鉄橋•アイアンブ 

リッジなど、選びぬかれた 

85の世界一の絶景を美麗写 

真で紹介。 

※おすすめ図書の内容説明はTRC図書館流通 

センターTOOLiより引用しています。 

毎月の新しく入った図書の一覧は図書館で配布 

しております。また、相馬市のホームページで 

もご覧になれます。 

おはなしの部屋 

一読み聞かせと折り紙一 

• 日 時 1 1 月 5 日 （ 土 ） 1 0 ： 30 

テーマ=「秋•おいしいなあ」 

折り紙ニ「くり」 

•場所図書館内「こどもの部屋」 

•お知らせ 

12月3日（土）には振興ビル1階のオープン 

スペースにてクリスマス会を開催します。 

•問い合わせ先 

相 馬 市 図 書 館 S 3 7 — 2 6 3 0 

® 広 報 そ う ま H 2 3 . 1 1 . 1 

第
4
回 

松
川
浦
の
未
来
を
語
る
、
セ
ミ
ナ
丨
ル 

課
外
授
業「

震
災
後
の
松 

川
浦
を
歩
い
て
み
よ
う」

 

植
物
の
専
門
家
と
千
年
に
1
度 

の
撹
乱
に
遭
っ
た
生
き
も
の
の
楽 

園
•
松
川
浦
を
歩
い
て
、
そ
の
姿 

を
記
憶
に
留
め
ま
し
よ
う
。 

ま
た
壊
滅
し
た
大
洲
海
岸
の
保 

安
林
を
ど
う
す
ベ
き
か
語
り
合
い 

ま
し
よ
う
。 

•
講
師
黒
沢
高
秀
氏(

福
島
大 

学
准
教
授•

植
物)

 

•
日
時
U
月
6
曰(

日)

8
時 

3
0
分〜

S

時 

•
集
合
場
所
松
川
浦
大
橋
そ
ば
、 

ポ
^—

ト
セ
ン
タ
^
グ
ラ
ウ
ン
ド 

•
コ
丨
ス
ポ
^—

ト
セ
ン
タ
^—

跡 

i
松
川
浦
大
橋
i
鵜
ノ
尾
岬
遊
歩 

道
i
松
川
浦
旅
館
街
i
和
田
ふ
岩 

子(

昼
食
•
お
弁
当
を
持
参
く
だ 

さ
い)—

細
田
4
原
釜(

津
神
社)

 

上
尾
浜
上
ポ
^
ト
セ
ン
タ
^~

 

※
天
候
な
ど
に
よ
り
コ
丨
ス
を
変 

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、 

ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

•
参
加
費
無
料 

•
主
催
松
川
浦
の
未
来
を
語
る 

、
セ
ミ
ナ
丨
ル
実
行
委
員
会 

•
後
援
市
、
市
教
育
委
員
会 

畚
申
込
•
問
い
合
わ
せ
先
N
P 

o
フ
丨
太
郎
の
森
基
金
内(

s
?
8
 

7
8
2
〇
} 

東
日
本
大
震
災
支
援 

オ
カ
リ
ナ
卜
ゥ
イ
ン
ク
ル 

チ
ャ
リ
テ
イ
コ
ン
サ
丨
卜 

ラ
イ
リ
ッ
シ
ユ
オ
カ
リ
ナ
連
盟 

相
馬
支
部
一
同
の
発
表
会
で
す
。 

皆
さ
ま
の
安
ら
ぎ
の
ひ
と
と
き 

の
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
け
ま 

し
た
ら
嬉
し
い
で
す
。 

チ
ケ
ッ
ト
の
売
上
金
は
全
額
復 

興
支
援
に
寄
付
し
ま
す
。 

ど
ぅ
ぞ
ご
一
緒
に
口
ず
さ
み
な 

が
ら
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

•
日
時
U
月
％
日(

曰)

開 

場
9
時
卻
分
開
演
1
0
時〜

1
2
時 

o 
V
T 

3
/
7 

•
場
所
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
パ
丨 

_
ク
相
馬
フ
ロ
丨
ラ(

3
階
ホ
丨 

ル) 

•
入
場
料
5
0
0
円 

•
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い
志
織
里 

(

§
3
3
7
3 
9
1
5)

伊
藤
生
花 

H 
(

S 
0
2
2
3
1
3
4
.
丨 

8
7
3 

3
ン 

•
問
い
合
わ
せ
先
只
野(

a
3
6 

3
〇
6
7
} 

熊
坂
牧
子 

童
謡
•
唱
歌
コ
ン
サ
丨
卜 

「

手
を
つ
な
ご
う
、
心
と
心」

 

み
ん
な
で
楽
し
く
歌
を
歌
い
、 

聞
き
な
が
ら
少
し
で
も
心
を
や
わ 

ら
げ
る
事
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま 

-
I

す
。 

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手•

熊
坂
牧
子
さ 

ん
、
ピ
ア
ノ 
•
森
知
子
さ
ん
を
迎 

え
て
開
催
し
ま
す
。 

な
お
、
賛
助
出
演
と
し
て
、
八 

幡
公
民
館
•
中
央
公
民
館
の
童
謡 

唱
歌
教
室
、
男
声
合
唱
団
、
相
馬 

お
か
あ
さ
ん
コ
丨
ラ
ス
も
参
加
し 

ま
す
。 

•
日
時
平
成
？
3
年
1
1
月
4
曰 

(

月)

2
時
3
0
分〜

1
5
時
3
0
分 

•
場
所
は
ま
な
す
館
大
ホ
丨
ル 

•
入
場
料
無
料 

•
主
催「

相
馬
市
童
謡•

唱
歌 

を
愛
す
る
会」

実
行
委
員
長
•
荒 

仁 •
連
絡
先
荒(

§
3
^
5
2 
5 

o)
 



相馬市の人口（10月'1日現在) 

人口 36,970 人 < ： - 3 0 ) 

勇 17,966 人 （ - 1 7 ) 

女 19,004 人 （ - 1 3 ) 

世帯数 13,685 世帯( + 20 ) 

Q 
表紙の右はなし 

Q 

元気溢れる笑顔と歓声 

飯豊小学校で運動会 

1 0月8日、飯豊小学校 

で平成23年度大運動会が 

行われました。 

今年の運動会は、事前の 

除染活動、長ズボンの着用 

や屋外活動時間を減らすな 

ど、放射線対策を行いなが 

らの開催でした。 

今年の運動会のスローガ 

ンは 

「がんばっベ!！飯豊！!」 

開会式で高橋誠校長が 

「多くの皆さんの支援の 

おかげで今日があります。 

いっぱいの感謝と、前を向 

いてしっかり歩んでいる姿 

を皆さんに発信しましよ 

う」とあいさつ。 

当日は202名の児童が 

参加。100 m走や玉入れ 

など1 7の種目が行われ、 

秋晴れの青空の下、全力で 

競技に参加する子どもたち 

の歓声が校庭に響きました。 

そうま合楽夢T戻「震災復婢支援コンサート」 

NHK交響楽団メンノ く一による金管五重奏 

N-craftsコンサ一ト 
井川明彦 [卜ランぺッ卜]Akihiko Ikawa 

栃本浩規 [卜ランぺツ卜]Hiroki Tochimoto 

今井仁志 [ホルン] H i t o s h i Imai 

吉川武典 [トロンボーン]Takenori Yoshikawa 

池田幸広 [チューバ]Yukihiro Ikeda 

そうま音楽夢エmでは、福島県と公益財問法人三井住友海上文化 

財_との共同で「震災復興支援コンサート」を開催します。 

プロの本格的な演奏によるファミリーコンサートです
3 

クラシック作品から映同音楽などの親しみやすい曲をおwけしま 

す。スタッフー同ご来場をお待ちしております。 

1 2 月 1 7 曰 @ 開 場 1 4 ： 30開演15 ： 00 

相馬市総合福祉センター（はまなす館） 

入場料無料（入場整理券が必要です） 

フログラム 

一主よ人の嗜みの喜びを（J.S.バッハ）•気のいい鍛冶屋（ヘンデル） 

•熊ん蜂の飛行（リムスキー=コルサコフ）•天空の城「ラピユタ」メドレー 

•ドラゴンクエスト序曲•となりのトトロメドレーなど 

※曲目は変更となる場合がございます。あらかじめご了承ください。 

※未就学児のご入場はご遠慮願しヽます。 

申込み電話•メールで予約ができます。 

予約先（問合せ先）生涯学習課（S 3 7 — 2 1 8 7 ) 

E メ 一ノレ ongaku@citv.soma.fukushima.ip 

相馬市中央公民館でも入場整理券を取り扱っています。 ※図書館 

編集と発行；相馬市情報_課〒976"8601相馬市中村字大手先13 Ta 0244-37-2117 FAX0244-35-4196印刷；中村印刷(株） 

ホームページ http://www.city.soma.fukushima.jp/ E メ-ル info@city.soma.rukushima.jp ® 鐵 織 

m m 
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